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＜内容紹介＞  
 接着の原理・原則と、接着設計や接着作業などの実務をつなぐ前準備・段取りに注⽬。「接着剤の選定」「表⾯処理⽅
法の検討」「強度・耐久設計」「構造設計」「プロセス決定」「試作時の注意」に⾄る段取りノウハウをわかりやすく整理
した。  
 接着を製品組⽴に⽤いようとする設計技術者、⽣産技術者、品質関係技術者が、特性・信頼性・品質・コストに優れ
た接着を⾏うための必須知識を⾝につけるための書である。接着の基礎知識に始まり、設計段階で⾏うべき事項と指針、
接着作業の現場での管理事項とポイントなどを接着剤のユーザー⽬線で解説している。  
 本書は、⼊⾨と⾔いながら、異種材接着や構造接着、精密接着での重要課題である「内部応⼒」など、接着のベテラ
ン技術者にも有益な内容を多く盛り込んである。  
 
＜著者まえがき＞  
 この本を書いている間にも、モノづくりの根幹を揺るがすような品質問題が⽇本の複数の⼤企業で起こりました。品
質の維持と向上は、企業と技術者の社会的責務で、終わりのない活動です。  
 「接着」という技術は、完成後の検査で不良品を排除することができない「特殊⼯程の技術」に分類されるものです。
そのような特殊⼯程の技術で品質を確保するためには、設計段階で⼯程ごとの作業の最適条件と許容範囲を明確に決め、
製造段階では各⼯程での作業が許容範囲内で適切に⾏われたかどうかを確認・記録することが基本です。  
 ⼨法加⼯では、図⾯に書かれた公差を守ることは常識です。接着⼯程での作業の許容範囲は、加⼯公差と同じ意味で、
絶対に守るべきことです。  
 本書は、単なる「接着技術」の解説書ではなく、「接着で組み⽴てられる機器や部品の品質をいかに確保し、向上させ
ていくか」を主題にしています。接着を製品組⽴に⽤いようとする設計技術者や⽣産技術者、品質関係技術者が、特性・
信頼性・品質・コストに優れた接着を⾏うための必須知識を⾝につけ、実践するための書です。  
 接着の原理・原則と、接着設計や接着作業などの実務をつなぐ前準備・段取りに注⽬し、接着剤を使う側の⽬線に⽴
ってノウハウをわかりやすく整理しました。また、これまでに、接着に必要な規準や指針はほとんど⽰されてきません
でした。しかし、それでは実際の製品に接着を活⽤することは困難です。そこで、本書では、著者の経験に基づいた規
準や指針をできるだけ多く開⽰したつもりです。  
 接着剤を⽤いる接着接合は、機械系技術者や電気系技術者など化学系以外の技術者にはなじみにくい技術です。本書
では、接着の専⾨家ではない多くの分野の技術者に、接着接合を理解していただき、最適な設計を⾏い、品質に優れた



接着作業を⾏うための知識と段取りについてまとめました。  
 接着接合物の品質は、接着剤によって与えられるものではなく、設計によって接着剤の性能を最⼤限まで引き出して
つくり込むことと、つくり込まれた条件に従って、⼯程ごとに適切な作業を⾏うことで達成されることを認識いただけ
れば、筆を執ったものとして嬉しく思います。接着の品質確保と向上の⼀助になれば幸いです。 
 

⽬次詳細 
 
第1 章 基礎知識 
【1-1】接着の品質とは  
 (1) ⾼品質接着とは  
 (2) ⾼品質接着達成のための基本条件  
 ①界⾯で壊れない－凝集破壊率－  
 ②ばらつきが⼩さい－変動係数Cv－  
 (3) 接着の脆弱箇所  
【1-2】接着接合の特徴  
 (1) ⽋点と利点  
 (2) 接着接合の利点から得られる効果  
 (3) 接着と他の接合との⽐較  
 (4) 接着の弱点は組合せで補う－複合接着接合法－  
【1-3】接着のメカニズム  
 (1) 接着の結合の種類  
 (2) 分⼦間⼒接着の過程と最適化  
 (3) ⽔素結合、表⾯改質、プライマー  
 (4) 表⾯張⼒の測定⽅法  
 (5) 表⾯の違いによる耐久性の差  
【1-４】接着特性を低下させる内部応⼒  
 (1) 内部応⼒（残留応⼒）による不具合と内部応⼒の分類  
 (2) 内部応⼒の種類  
 ①接着剤の硬化収縮応⼒  
 ②加熱硬化後の熱収縮応⼒  
 ③使⽤中の温度変化による熱応⼒  
 ④吸⽔膨潤応⼒  
 ⑤被着体の変形による応⼒  
 (3) 接着剤の粘弾性特性と応⼒緩和  
 (4) 内部応⼒による不具合と改善策  
 ①異種材料接着  
 ②異種材料の勘合接着  
 ③部品の構造  
 ④接着剤の塗布量と塗布位置  
 ⑤接着剤の物性、部品の厚さ  
 ⑥接着剤の短時間硬化、後硬化  
 (5) 内部応⼒の評価法  
 ①応⼒を直接求める⽅法  
 ②有限要素法で求める⽅法  
【1-5】接着剤の種類と⻑所・短所  
 (1)構造⽤接着剤、準構造⽤接着剤  
 (2)エンジニアリング接着剤  
 (3)柔軟接着剤・粘着テープ  
【1-6】接着強度に影響する因⼦  
 (1) 接着部に加わる⼒の⽅向と代表的な評価⽅法  
 (2) 接着剤の硬さ・伸び  
 (3) 接着層の厚さ  
 (4) 温度・ガラス転移温度(Tg)、速度  
 (5) 重ね合せせん断強度に影響する因⼦  
 (6) 継⼿効率  
第2 章 準備・段取り  
【2-1】接着の出来映えは設計しだい  
 (1) 接着設計技術と構成要素  
 (2) 接着管理技術と構成要素  

 (3) 設計段階での段取り   
【2-2】接着剤の選定と評価  
 (1) ⽋点から候補接着剤の種類を絞り込む  
 (2) 使⽤・管理上のポイントを考慮して接着剤を絞り込む  
 (3) カタログの⾒⽅  
 ①強度データー  
 ②耐久性データー  
 ③その他に確認すべきこと  
 (4) 選んだ接着剤の適性を評価する  
 (5) 接着のデータベース  
【2-3】被着材料の選定  
 (1) 塗料の密着性が良い材料が接着性にも適しているとは⾔え
ない  
【2-4】強度設計、耐久設計上のポイント  
 (1) 接着強度の実⼒値はどのくらいか  
 (2) クリープ対策は重要  
 (3) 耐⽔性確保のための接着部の⼨法設計   
【2-5】構造設計上のポイント  
 (1) 壊れにくい構造にする  
 (2) 不連続性を回避する  
 (3) クリープを防⽌する構造  
 (4) 作業が容易な構造  
 (5) 検査がしやすい構造  
【2-6】プロセス、設備の最適化  
 (1) チェックリストや特性要因図の活⽤  
 (2) 最適条件と許容範囲を決める  
 (3) トラブル時の⼯程の連動停⽌を考える  
【2-7】試作時の注意点  
 (1) 試作時のチェックポイント    
第3 章 実務作業・加⼯  
【3-1】接着作業の注意点   

(1) ⼆液型接着剤の⼿混合の仕⽅  
①計量の仕⽅  
②混合、脱泡、シリンジ詰め替え  

(2) プライマーは塗りすぎてはいけない  
(3) 気泡を⼊れない接着剤の塗布・貼り合せ⽅法  
(4) 表⾯の凹凸を埋めて⽋陥部をなくす  
(5) 加圧⼒の⼤きさと⼆度加圧  
(6) 治具での圧締が困難な部品の対策  
(7) 硬化における注意点  

【3-2】接着作業は特殊⼯程の作業  
(1) 特殊⼯程の作業と管理  
(2) ⽣産開始までに⾏うこと  

【3-3】⽣産開始後の管理  
(1) 作業環境、設備・治⼯具の管理  
(2) 部品、接着前処理の管理  
(3) 接着剤の管理  
(4) 接着作業の管理  

【3-4】作業結果の確認と改善  
(1) 作業結果の確認  
(2) ⼯程能⼒指数による管理と改善

 


